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は
じ
め
に

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
か
ら
『
医
療
科
学
通
信
』（
医
療
科
学
社
）
に
、「
医
療
史
跡
」
と
し
て
医
学
の
先

人
達
の
史
跡
を
地
域
ご
と
に
コ
ラ
ム
と
し
て
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
か
らIsotope 

N
ews

（
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
）
に
連
載
し
、
国
内
の
医
療
史
跡
を
探
訪
し
て
き
た
。

医
療
史
跡
の
探
訪
は
、
墓
巡
り
で
も
あ
っ
た
。
偉
人
に
類
さ
れ
る
人
は
、
生
誕
地
に
顕
彰
碑
が
あ
り
、
ま
た
墓

所
前
に
も
記
念
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
医
療
史
跡
探
訪
を
墓
巡
り
に
終
わ
ら
せ
ず
、
先
人
は
、
ど
の
よ
う

な
想
い
で
立
ち
向
か
っ
た
の
か
、
そ
の
想
い
を
探
っ
て
来
た
。
偉
人
伝
も
な
く
、
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
埋
も
れ
て

し
ま
う
一
事
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
、
振
り
返
り
、
確
か
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
先
人
か
ら
の
警
句
が
残
さ
れ

て
い
た
。

日
本
の
女
医
第
一
号
の
荻
野
吟
子
は
、
小
説
『
花
埋
み
』（
渡
辺
淳
一
著
）
で
有
名
だ
が
、
生
誕
地
の
埼
玉
県

熊
谷
市
に
「
生
誕
之
地
記
念
碑
」
が
立
ち
、
北
海
道
せ
た
な
町
に
は
顕
彰
碑
が
あ
る
。
ま
た
雑
司
ヶ
谷
霊
園
の
墓

の
脇
に
は
、
戯
曲
『
紅
燃
え
て
』（
佐
々
木
武た

け

観み

作
）
の
像
が
建
て
ら
れ
花
が
絶
え
な
い
。
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はじめに

一
方
、
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
施
薬
院
の
建
設
を
上
書
し
、
小
石
川
養
生
所
に
働
い
た
小
川
笙
船
も
山
本
周
五
郎

の
小
説
『
赤
ひ
げ
診
療
譚
』
の
主
人
公
「
赤
ひ
げ
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
荻
野
吟
子
と
同
じ

雑
司
ヶ
谷
霊
園
の
区
画
に
あ
る
「
家
族
之
墓
」
と
刻
ま
れ
た
墓
石
に
は
ひ
っ
そ
り
と
落
ち
葉
が
積
も
っ
て
い
る
。
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の
連
載
で
は
、「
大
学
構
内
に
残
る
医
療
史
跡
」
と
題
し
て
探
訪
し
た
が
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
広
々
と
し
た
九
州
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ
る
九
州
大
学
医
学
歴
史
館
に
は
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
に
九
州
帝
国
大
学
（
現
九
州
大
学
）
の
医
学
部
で
行
わ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
軍
捕
虜
に
対
す
る
生
体
解

剖
実
験
の
九
州
大
学
生
体
解
剖
事
件
の
展
示
が
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
完
成

し
た
京
都
大
学
医
学
部
資
料
館
で
も
、
戦
時
中
に
同
大
学
の
医
師
が
関
与
し
て
細
菌
兵
器
を
開
発
し
て
い
た
旧
日

本
軍
七
三
一
部
隊
を
説
明
す
る
展
示
パ
ネ
ル
が
撤
去
さ
れ
て
い
た
。

平
成
二
三
年
に
第
二
八
回
医
学
会
総
会
医
学
教
育
史
展
で
は
『
歴
史
で
み
る
・
日
本
の
医
師
の
つ
く
り
方
』、

平
成
二
七
年
の
第
二
九
回
医
学
会
総
会
二
〇
一
五
関
西
の
医
学
展
で
は
『
命
を
ま
も
る
知
の
あ
ゆ
み 

医
は
意
な

り
』
の
図
録
が
出
版
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
中
に
も
医
療
者
が
関
与
し
た
負
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

史
実
は
、
現
代
の
目
で
批
判
的
に
読
む
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
置
か
れ
て
い

た
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
背
景
を
理
解
し
、
そ
の
時
代
の
人
の
目
で
読
み
解
く
と
そ
う
し
た
史
実
の
中
に

息
づ
く
も
の
が
見
え
て
く
る
。
陽
の
当
た
る
歴
史
だ
け
で
な
く
、
陰
と
も
い
え
る
歴
史
を
後
世
に
残
す
こ
と
も
教
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育
機
関
や
行
政
の
使
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


